
文学部　日本文学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

伝承文学演習ⅡA 内藤　久義 2
自然科学系・文化系出版社の編集者、研究教育機関の研究員とし

て勤務。

国語教育学概論Ⅰ 高山　実佐 2

都立高校で授業実践、生徒指導実践等を行ってきた実務経験を活

かし、中等教育段階での国語科授業について受講者、現職の先生

方、国語教育学関係の研究者ととともに考え続けたい。

身体表現文化論Ⅰ 三遊亭　遊吉 2

落語家による授業。実際の落語を通して、江戸文化、また言葉、

笑いのパターンなどを知ることが出来る。落語の原点・発生につ

いての理解が可能となる。

日本文学講読I 上野　誠 2
萬葉学会編輯長、上代文学会理事等の就任経験から、学会運営の

実務についても説明することができます。

日本文学演習ⅠA 斎藤　菜穂子 2
中学校・高等学校でも古典の授業を担当する経験を活かし、正し

い読解と豊かな解釈を併せて育んでいくことを目指している。

日本語教授法I 有賀 千佳子 2

日本語学校等の現場を経て、大学の留学生日本語教育を行う。ま

た、専門職大学院や日本語教師養成講座などで、日本語教員の養

成を行う。

国語教育実践研究Ⅰ 齋藤　智哉 2
・学校改革、授業改善への外部助言者（スーパーバイザー）とし

て、年間40日程度、全国の小・中学校を訪問している。

放送文化論Ⅰ 武中　千里 2

講師は公共放送でディレクター・プロデューサーとして40年以上

の番組制作経験を持つ。ドキュメンタリー、経済や社会問題につ

いての情報番組、旅・紀行番組、文化・歴史番組など、幅広い

ジャンルの番組を多数制作、開発してきた。そのテレビ制作者と

しての苦労や、やりがいなど実体験のエピソードを豊富に交え、

メディアを使う巧者となる知恵を身につけ、一方で将来映像制作

を志望する学生にも役立つ知識を、わかりやすく伝えたい。また

受講学生の映像やテレビに対する意見も幅広く取り入れて講義を

行いたい。

書道Ⅰ 横倉　佳男 2

担当教員は、１９８６年度からで中学・高等学校の教諭として勤

務し、授業実践をしている。教育実習生の受入指導を担当した年

度もある。 生徒指導の実践、校務分掌の責務も果たしてきている

実務経験を活かし、教職の意義や教員に求められる資質・能力に

ついての指導を行っている。

伝承文学演習ⅡA 八木橋　伸浩 2

行政において民俗分野の調査や文化財保護業務などに従事してき

た経験から、現在も複数の行政で文化財の指定・登録を扱う文化

財保護審議会委員や市史編纂の委員としての実務を継続的に行

なっている。こうした実務経験の現場で得られる民俗的な知を受

講生に還元することも念頭に置きながら指導を行なっている。

伝承文学演習ⅢA 高久　舞 2

これまで自治体史の民俗芸能の項目、民俗芸能に関する自治体の

報告書の調査執筆を行なってきた。また、神奈川県教育委員会に

おいて無形民俗文化財を担当し、行政サイドから民俗文化財に携

わってきた。自身も芸能の演者として活動しており、研究、行

政、演者それぞれの経験を踏まえ、授業を行う。

比較口承文芸論II 阪口　諒 2

学芸員として勤務した経験のある教員が、資料館や学校での教育

活動の経験を活かして、物語に登場する動植物、民具の実物など

にも触れながらアイヌ文化への理解を深める科目です。

令和８年度「実務経験のある教員等による授業科目」



文学部　日本文学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

日本語学概説I 松本　昂大 2
元日本語教師、現編集者の教員が、実際に日本語学が応用されて

いる現場について、自身の経験をふまえて講義を行う。

日本文学演習ⅡA 塚原　明弘 2

高等学校の教諭をしながら、平安文学の勉強を続けてきました。

昼間は現代文の授業をし、夜は『源氏物語』を読む。引き裂かれ

たからこそたどり着いた視野があります。二足の草鞋の独自性を

伝えたいと思っています。

日本文学各論I 杉本　圭司 2

2013年4月、「考える人」（新潮社）に小林秀雄についての長編

批評「契りのストラディヴァリウス」を発表。同年から現在に至

るまで、小林秀雄をテーマとした講義・講演を各所で実施。2019

年9月、「小林秀雄 最後の音楽会」を新潮社より刊行。他に「小

林秀雄全集」「小林秀雄全作品」「小林秀雄作品の新潮文庫」

（いずれも新潮社）の注釈、「人生の鍛錬　小林秀雄の言葉」

（新潮新書）の編集協力など。

日本語教育研究I 植松　容子 2
日本語学校および大学における留学生を対象とした日本語教育経

験に基づき、具体的な事例を交えて授業を実施します。

表現文化論Ⅰ 杉本　圭司 2

2013年4月、「考える人」（新潮社）に小林秀雄についての長編

批評「契りのストラディヴァリウス」を発表。同年から現在に至

るまで、小林秀雄をテーマとした講義・講演を各所で実施。2019

年9月、「小林秀雄 最後の音楽会」を新潮社より刊行。他に「小

林秀雄全集」「小林秀雄全作品」「小林秀雄作品の新潮文庫」

（いずれも新潮社）の注釈、「人生の鍛錬　小林秀雄の言葉」

（新潮新書）の編集協力など。

古筆学 中村　健太郎 2

学芸員として実務経験あり。大学共同機関法人人間文化研究機構

国文学研究資料館において機関研究員、資料評価委員、文献調査

委員として調査研究に従事し、国宝や重要文化財の指定文化財を

含む書跡資料の調査および展示業務に従事した。また、帝京大学

総合博物館における書跡資料の展示企画にも参加する。

出版文化論Ⅰ 林　武利 2

担当教員は、株式会社角川書店にて社長秘書として出版ビジネス

の中枢に携わった後、同広告宣伝部を経て独立起業し、雑誌のプ

ロデューサーとして企画・編集・制作・販促を実践してきまし

た。さらに翻訳出版を専門とする出版社の経営歴は28年に及び、

現在も代表取締役として現場を統括しています。授業では実例を

通じて「企画は読者・市場・流通の接点で成立する」ことを体得

する機会を提供します。

日本書道史I 金子　馨 2 学芸員として実務経験あり。

40 単位専門科目の合計単位数



文学部　中国文学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

中国古典と民俗文化Ⅰ 浅野　春二 2

高校国語科の非常勤講師として、授業実践を行ったこ

とがある。中学・高校の漢文の授業に必要な知識・読

解力についても留意して授業を行っている。

中国民俗文化と心Ⅲ 浅野　春二 2

高校国語科の非常勤講師として、授業実践を行ったこ

とがある。中学・高校の漢文の授業に必要な知識・読

解力についても留意して授業を行っている。

4 単位専門科目の合計単位数



文学部　外国語文化学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

フランス語演習IIＡ 笠間　直穂子 2

翻訳家としての経験を活かし、生きた日本語と結びつ

くかたちでのフランス語習得を目指す授業を行ってい

る。

フランス語演習IIＢ 笠間　直穂子 2

翻訳家としての経験を活かし、生きた日本語と結びつ

くかたちでのフランス語習得を目指す授業を行ってい

る。

フランス語展開演習Ｂ 笠間　直穂子 2

翻訳家としての経験を活かし、生きた日本語と結びつ

くかたちでのフランス語習得を目指す授業を行ってい

る。

ドイツ語展開演習Ｂ 小笠原　藤子 2
各種資格試験に携わっている経験から、より的確な指

導をすることができる

フランス語演習IＡ 笠間　直穂子 2

翻訳家としての経験を活かし、生きた日本語と結びつ

くかたちでのフランス語習得を目指す授業を行ってい

る。

フランス語演習IＢ 笠間　直穂子 2

翻訳家としての経験を活かし、生きた日本語と結びつ

くかたちでのフランス語習得を目指す授業を行ってい

る。

文化総合演習Ａ 笠間　直穂子 2
文筆家としての経験を活かし、読みやすい日本語の文

章表現習得を目指す授業を行っている。

文化総合演習Ｂ 笠間　直穂子 2
文筆家としての経験を活かし、読みやすい日本語の文

章表現習得を目指す授業を行っている。

16 単位専門科目の合計単位数



文学部　史学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

史学基礎演習Ⅰ 榎本　博 2

地域博物館の学芸員として、地域にのこされる古文

書・歴史資料の収集・保存・調査研究・展示、市民へ

の教育普及に関わる実務を行っている。かかる経験を

活かし指導する。

史学展開演習I（日本史） 手塚　雄太 2

博物館学芸員・自治体史編さん事業事務局職員として

の実務経験を有する。また、現に博物館・自治体史な

どに係わる審議会委員等を務めている。

史料講読I 内山　京子 2 伝記史料の編纂・公刊事業の実務経験を有する。

考古学調査法I 佐藤　雅一 2

新潟県津南町教育委員会で旧石器時代や縄文時代の遺

跡調査に従事。国指定史跡の申請作業や文化財の普及

啓発事業など埋蔵文化財保護行政を担当。

史学専門講義（日本史） 吉田　律人 2

横浜都市発展記念館主任調査研究員（学芸員兼アーキ

ビスト）。博物館及び文書館施設に勤務するほか、自

治体史の編纂事業にも従事。

史学専門講義（考古学） 大工原　豊 2

地方公共団体での埋蔵文化財専門職員および博物館学

芸員としての26年間の実務経験を活かし、具体的事例

を多数紹介しながら授業を行う。また、講義のテーマ

だけでなく、遺跡の調査や遺物整理、調査報告書作成

についての合理的方法についての講義も行う。

考古科学 工藤　雄一郎 2

博物館職員としての実務経験を有する教員が、考古学

における自然科学的分析手法に関わる実務経験を活か

し、植物考古学について教育を行う。

日本文化史I 菅根　幸裕 2

博物館学芸員等としての実務経験を有する教員が、日

本の伝統文化・民俗に関わる実務経験を活かし、文化

史についての教育を行う。

地域からみた日本の歴史Ⅲ 榎本　博 2

講師は、地域博物館の学芸員として、地域に遺される

古文書・歴史資料の収集・保存・調査研究・展示のほ

か、市民への教育普及やまちづくりに関わる実務を

行っている。また、市町村史の編さんにも携わり、各

種資史料を日々取り扱っている。かかる経験を織り交

ぜながら講義を進めていきたい。

考古学各論Ⅶ 水本 和美 2

國學院大學修士。都市遺跡（江戸遺跡）の発掘・整理

調査・研究。陶磁器、金属等の遺物研究。博物館にお

ける資料管理・展示・教育普及。自然科学分析。博物

館の開設。環境アセスメント等委員（史跡・文化

財）。

考古学各論Ⅶ 青木　敬 2

奈良文化財研究所で飛鳥・藤原・平城などの古代宮都

や官衙の調査・研究に従事してきた経験をふまえ、こ

れら発掘調査例を紹介しながら研究の方法について解

説する。

文化景観各論II 佐々木　健策 2

地方公務員としての経験を踏まえ、公務員としての歴

史学との関わり方や地域の歴史の見方、研究法を例示

します。

考古学調査法I 青木　敬 2

府中市遺跡調査会・奈良文化財研究所で古墳・都城・

寺院などの発掘調査、鎌倉市教育委員会で埋蔵文化財

保護行政を担当。



文学部　史学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

史学専門講義（考古学） 石橋　宏 2

大学時代から古墳時代研究の埋葬施設研究を進め、25

年になります。これまでに古墳の発掘調査や報告書の

作成に積極的に参加するとともに、古墳時代の棺を中

心に論文を発表し、現在も研究を進めています。現在

は公益財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財セン

ターの専門職員として、発掘調査や展示に携わってお

ります。授業では、発掘調査や報告書作成時に気づい

て、研究のヒントとなった体験も紹介し、考古学を学

ぶおもしろさを伝えたいと考えております。

史学専門講義（地域文化と景観） 佐々木　健策 2

地方公務員としての経験を踏まえ、公務員の立場での

歴史学との関わり方や地域の歴史の見方、研究法を例

示します。

日本史概論I 高橋　秀樹 2

授業担当者は、本学着任までの約18年間、文部科学省

の教科書調査官として、日本史教科書の検定調査に従

事していた。

日本時代史VII 髙橋　亮一 2
北海道の自治体史編さん、大学等の地域学に携わって

いる。

考古学各論III 寺前　直人 2 埋蔵文化財を扱う専門職の経験がある。

自然地理学 小松　陽介 2

防災科学技術研究所での研究員としての実務経験を有

する教員が、自然環境に関わる実務経験を活かし、自

然地理学についての教育を行う。

史学専門講義（考古学） 植田　真 2

縄文原体の研究を本格的に始めて16年になります。こ

れまでに縄文原体に関する論文をいくつか発表し、新

しい将来の原体研究方法について模索しています。本

授業も開講してから今年で11年となりました。自分自

身は測量技術を専門とする株式会社パスコで遺跡調査

現場の最前線に立って発掘調査を続けながら、考古学

における測量技術の発展について40年近くに亘り考え

て続けて来ました。自身でも個人事業主として「縄文

原体研究所」を設立して活動を始めています。隔年で

すが、史学情報処理(中級）の授業は考古学における測

量技術の歴史と最前線を紹介する授業として30年が経

過しました。本授業でもこれまでの業務経験も紹介し

ながら、学生諸君が考古学を学ぶモチベーションを上

げたいと考えています。

40 単位専門科目の合計単位数



文学部　哲学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

美学・芸術学特殊講義IＡ 藤原　えりみ 2

専門分野：西洋美術史および現代美術史フリーランス

のアートライターおよび編集者・翻訳者としての経験

に基づいて、幅広い視点から美術作品やアーティスト

について解説する授業を行う。

美学・芸術学特殊講義IＢ 藤原　えりみ 2

専門分野：西洋美術史および現代美術史フリーランス

のアートライターおよび編集者・翻訳者としての経験

に基づいて、幅広い観点から美術作品やアーティスト

について解説する授業を行う。

美学・芸術学演習 藤澤　紫 4

担当教員は美術館・博物館などの国公立の諸機関にお

ける展覧会、講演、文化財保護活動、および放送局・

新聞社・出版社等の各種メディアとも連携しながら、

美術に関わる社会活動にも携わっています。授業にも

可能な限りその体験を盛り込み、美術業界のリアルタ

イムの動向についてお伝えするよう心掛けています。

日本美術史Ａ 藤澤　紫 2

担当教員は美術館・博物館などの国公立の諸機関にお

ける展覧会、講演、文化財保護活動、および放送局・

新聞社・出版社等の各種メディアとも連携しながら、

美術に関わる社会活動にも携わっています。授業にも

可能な限りその体験を盛り込み、美術業界のリアルタ

イムの動向についてお伝えするよう心掛けています。

日本美術史Ｂ 藤澤　紫 2

担当教員は美術館・博物館などの国公立の諸機関にお

ける展覧会、講演、文化財保護活動、および放送局・

新聞社・出版社等の各種メディアとも連携しながら、

美術に関わる社会活動にも携わっています。授業にも

可能な限りその体験を盛り込み、美術業界のリアルタ

イムの動向についてお伝えするよう心掛けています。

西洋美術史Ａ 新倉　慎右 2 学芸員

西洋美術史Ｂ 新倉　慎右 2 学芸員

日本美術史Ａ 洲脇　朝佳 2

学芸員として現在勤務している経験を活かし、作品鑑

賞のコツから文化財保護の動向、最新の展覧会情報も

紹介する。

美学・芸術学特殊講義IIＡ 藤澤　紫 2

担当教員は美術館・博物館などの国公立の諸機関にお

ける展覧会、講演、文化財保護活動、および放送局・

新聞社・出版社等の各種メディアとも連携しながら、

美術に関わる社会活動にも携わっています。授業にも

可能な限りその体験を盛り込み、美術業界のリアルタ

イムの動向についてお伝えするよう心掛けています。



文学部　哲学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

美学・芸術学特殊講義IIＢ 藤澤　紫 2

担当教員は美術館・博物館などの国公立の諸機関にお

ける展覧会、講演、文化財保護活動、および放送局・

新聞社・出版社等の各種メディアとも連携しながら、

美術に関わる社会活動にも携わっています。授業にも

可能な限りその体験を盛り込み、美術業界のリアルタ

イムの動向についてお伝えするよう心掛けています。

基礎演習IIＡ 藤澤　紫 2

担当教員は美術館・博物館などの国公立の諸機関にお

ける展覧会、講演、文化財保護活動、および放送局・

新聞社・出版社等の各種メディアとも連携しながら、

美術に関わる社会活動にも携わっています。授業にも

可能な限りその体験を盛り込み、美術業界のリアルタ

イムの動向についてお伝えするよう心掛けています。

基礎演習IIＢ 藤澤　紫 2

担当教員は美術館・博物館などの国公立の諸機関にお

ける展覧会、講演、文化財保護活動、および放送局・

新聞社・出版社等の各種メディアとも連携しながら、

美術に関わる社会活動にも携わっています。授業にも

可能な限りその体験を盛り込み、美術業界のリアルタ

イムの動向についてお伝えするよう心掛けています。

26 単位専門科目の合計単位数



法学部

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

（専）行政法応用演習II 金塚　彩乃 2

講師は、日本とフランスの弁護士の資格を有し、日本

における行政訴訟実務、フランス公法の研究を行い、

実務的観点を含め日本の行政訴訟のあり方を検討して

いる。

地域研究演習（イギリス・オーストラリアの法と社会） ジョン・ミドルトン 2
オーストラリアおよびニューヨーク州において弁護士

登録をしている。

フィールドワーク（取材学） 岩田　一平 2

朝日新聞記者、週刊朝日副編集長、アサヒカメラ編集

長、朝日新書編集長を歴任。マスコミ採用選考の作文

を指導するペンの森株式会社代表取締役。2024年3月刊

の『週刊朝日１０１年史』（朝日新聞出版）を編集・

執筆した。著書に『「欠点」を「強味」に変える就活

力』（サンマーク出版）、『縄文人は飲んべえだっ

た』（朝日新書）、『ハイテクで解く縄文の謎』（大

日本図書）、『珍説奇説の邪馬台国』（講談社）、

『遺跡を楽しもう』（岩波ジュニア新書）。

行政と市民生活(行政・地方自治のしくみと政策) 稲垣　浩 2

横須賀市都市政策研究所（横須賀市職員）として市政

研究に従事。そのほか、北海道、相模原市、人事院な

ど自治体での審議会委員、研修講師等の経験あり。

法と社会参加（ワークルール入門） 本久　洋一 2
北海道労働委員会公益委員、神奈川県労働委員会公益

委員(現職)

法教育入門 今井　秀智 2

担当者は弁護士であり、紛争解決のための「ものさし

（解決基準）」の必要性を考え、法やルールがなぜあ

るのか、なぜ守らなければならないのか、守らなかっ

たときに制裁が加えられるのはなぜかなどの考察を通

じて、法や司法制度の根源的価値を学ぶ授業である。

立憲主義教育、シチズンシップ教育にも検討・考察対

象を広げている。

企業法務 友松　義信 2

信託銀行で企業コンプライアンスに長く携わるととも

に、信託の研究を通じて学者・弁護士等と様々なファ

イナンス手法やコーポレート・ガバナンスに関する知

見を得ることができました。それらを受講生の皆さん

に共有して頂き、知見として今後の学習や社会生活に

役立てて頂くことを期待しています。

公共政策 西岡　隆 2

講師は、約30年、厚生労働省などの仕事をした上で、

2025年1月から大分県臼杵市長として自治体運営の舵取

りをしている。 厚生労働省の数理職員として、長ら

く、年金数理の専門家として、公的年金財政や医療保

険改革などに関わってきた他、厚生労働省から大分県

臼杵市に出向し、過疎が進む地方として地域の持続可

能性を高める取り組みに関わってきた。

心理学Ａ 伊澤　冬子 2

臨床心理士ならびに公認心理師の資格を有し、教育機

関および医療機関での心理職として心理面接・コンサ

ルテーションを担当した経験のある教員が、心の仕組

みと働きについて学修する授業を行う。

法と社会参加（企業での活動と法） 花田　弘介 2

担当教員は，民間企業にて法務部員を経験した後に弁

護士となり，現在は一般民事を中心に，企業法務や刑

事事件等も含めて幅広く弁護士業務に従事している。

このような経験を踏まえて，経済生活・経済活動にか

かわる法制度や法規の基本的な事項について，基礎的

な知識の習得を目指す授業である。



法学部

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

消費者法 竹谷　啓子 2

2011年から現在に至るまで消費生活相談員として勤務

（2017年からは独立行政法人国民生活センター相談情

報部に勤務）し、消費者問題の最前線で消費者への助

言やあっせん業務に携わっています。

法と社会参加（自治体における法実務） 阿部　哲也 2

担当教員は、東京都特別区で勤務する職員であり、法

務、福祉行政等に関する実務を経験しています。この

ような経験を踏まえて、実務的観点から解説を行うこ

とを通じ、法に関する基礎的な知識の修得を目指しま

す。

政治と社会参加（アジア・アフリカから考える日本） 兼川　千春 2

東京都杉並区国際交流協会ボランティア、在イエメン

日本大使館草の根無償外部委託調査員、東アジア移住

共生映画祭（現・東アジア市民共生映画祭）企画実行

員、茶道裏千家淡交会ハノイ同好会幹事長兼指導者、

国連インターナショナルスクール・ハノイ校での日本

語教師など。

地域研究（フィンランドの政治） 柴山　由理子 2

フィンランド企業に10年勤務しうち5年をフィンランド

本社で勤務した経験をもとに、フィンランド社会につ

いて解説する。

ＮＰＯ論 重田　康博 2

担当教員は、民間企業、政府の特殊法人、外務省の財

団法人、イギリスのNGO、国際協力NGO、大学などで

働いてきた経験を基に、授業を実践的に行う予定であ

る。

心理学Ｂ 内村　慶士 2

臨床心理士ならびに公認心理師の資格を有し、心理相

談施設での実践経験のある教員が、自分自身や身の回

りの物事の理解に役立つ基礎心理学について学修する

授業を行う。

法と社会参加（高齢者の財産管理における法律実務） 浦町　謙太郎 2

講師は、司法書士、行政書士、マンション管理士とし

て成年後見や民事信託等の高齢者・障害者の財産管理

をはじめ、相続、不動産登記、商業登記、会社法務、

債務整理、マンション管理等の法律事務に従事してい

ます。

（専）知的財産法 加藤　浩 2

・特許庁において２０年間の特許審査・審判に関する

実務経験がある。・弁理士として１８年間の実務経験

がある。・大学において１８年間、特許の技術移転や

産学連携の実務経験がある。

法と社会参加（法律家のように考える） 堀岡　和正 2

担当教員は、司法試験合格後、一旦は研究者を志した

が、弁護士に転身した。札幌市の弁護士10人前後の法

律事務所に約10年勤務した後、2020年に富山市で法律

事務所を開業した。現在は一般民事を中心に弁護士業

務を行っているが、裁判所から破産管財人に選任され

ることが多い。刑事事件（暴行）で、無罪（正当防

衛）を獲得した経験がある。その他、現在は、富山県

の精神医療審査会の委員、富山市の行政不服審査会の

審理員を務めている。

経済法Ａ 鈴木　健太 2

講師は、独占禁止法を専門的に運用する国の行政機関

である公正取引委員会（内閣府の外局）に勤務してい

る国家公務員であることから、実務家としての経験・

認識（独占禁止法に限らない）についても紹介してい

くこととしたいと思います。

日本外交史Ａ 冨塚　一彦 2

外務省外交史料館において長年、外交史料集『日本外

交文書』の編集を担当してきた。特に戦前期の日中関

係を主として担当してきたので、重要な関係史料を数

多く紹介していきたい。

42 単位専門科目の合計単位数



経済学部　経済学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

社会経済学 日臺　健雄 2

2003年5月～2004年3月：国際金融情報センター　研

究員2005年3月～2007年3月：外務省 在ロシア日本国

大使館　専門調査員2007年4月～2009年9月：国際金

融情報センター　研究員

データ管理 三ツ矢　眞紀 2

電気メーカの営業部門にて、Accessを利用したデータ

ベースの構築と運用管理、及び部署内のパソコン教育

を担当。1998年から資格の学校等で、情報処理技術者

試験の試験対策講座を担当（現在はITパスポート講

座、情報セキュリティマネジメント講座を担当）。

世界経済入門 高橋　克秀 2 日本経済新聞記者

アジア経済史 高橋　克秀 2 日本経済新聞記者として国際経済の取材経験豊富。

経済学特殊講義（証券アナリスト） 福田　徹 2

講師は、現役で上場企業の証券アナリストレポートを

書いている。上場のアドバイス、上場企業のInvestor

Relationsのコンサルティングも行っている。直近では

ESG、統合報告書のアドバイスもしている。

専門資格取得指導（入門） 福田　徹 2

今まで、複数の会社を経営（経営コンサルティング、

海外航空会社、AI研修会社等）してきた。日本FP協会

にて雑誌への投稿、学生向け研修を実施。他大学で財

務分析、証券分析、コーポレートガバナンスの講義を

実施中。CFP、1級FPを取得し、FP業務も行う。上場

企業の社外役員を数社経験、上場アドバイスも実施

中。

12 単位専門科目の合計単位数



経済学部　経営学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

マーケティング 白鳥　和生 2 元日本経済新聞記者

国際会計 関根　俊 2

米国・日本において、米国証券取引委員会（SEC）登

録企業を含む米国および日本企業の会計監査に従事し

た後、2001年から主にグローバル企業に対してIFRSの

知見も生かして広範囲なM&A関連サービスを提供して

おり、本講義では理論と実務の両面からIFRSを解説し

ていく。シカゴ大学経営大学院修士課程修了

（MBA）。米国公認会計士（カリフォルニア州）

プログラミング 岡田　長治 2
IT企業での実務経験を持つ担当教員が、プログラミン

グの基礎知識を講義する。

流通論 矢嶋　剛 2

流通システムの研究：社団法人流通問題研究協会在籍

時に、流通機能連関（例　製配販連携、日本版ECR

等）についての調査研究。共著に『医薬品流通論』

（東京大学出版会、ISBN 4130401971）

企業監査 石黒　良一 2
担当教員は、監査法人に所属し、公認会計士として監

査業務に従事しています。

ビジネスソリューション 手塚　貞治 2
約30年間のコンサルタント経験のある教員が、コンサ

ル実務を踏まえて指導を行う。

税務会計 日野　雅彦 2
国家公務員として国税の事務に従事してきた経験を活

かした授業を行いたいと思います。

企業法 原　省三 2

長年にわたり、国税職員として企業の法人税調査や課

税争訟事務に従事してきました。講義においては、こ

れまでの経験を踏まえ、企業活動に関わる課税問題に

ついても言及したいと思います。

ベンチャービジネス 小野　正人 2

ベンチャーキャピタル、金融機関等に20年以上の実務

経験のある教員が、業務の経験を活用しながら講義を

運営します。ベンチャービジネスの経営の実例やケー

ススタディを用いて、受講者に現実を理解させるよう

に努めます。

ビジネスリサーチ 鈴木　智之 2
データ分析を用いた経営コンサルティング経験と起業

経験を有する教員が担当する。

現代ビジネス 手塚　貞治 2
約30年間のコンサルタント経験をもつ教員が、実務経

験を踏まえて指導を行う

人的資源管理 鈴木　智之 2
経営コンサルティング経験と人的資源管理に関連した

起業経験を有する教員が担当する。

組織行動 辻　和洋 2

・読売新聞大阪本社記者、産業能率大学総合研究所職

員などを歴任・職場内のプロジェクトリーダーとして

成果を残した経験がある・組織開発のチェンジエー

ジェントとして学校教員の働き方改善を実践した経験

がある

公会計 金子　良太 2
担当教員は、公会計分野における実務経験を有してい

ます。

情報システム 高橋　尚子 2

ICT企業での実務経験を持つ担当教員が、ICT社会にお

ける情報システムとこれからのスマート社会について

解説する授業である。



経済学部　経営学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

広告論 端　義幸 2

大手電機メーカーで30年以上、広告、コミュニケー

ション、マーケティングの実務に関わってきた。その

後5年間化粧品会社でインスタグラム立上げ、PR等の

コミュニケーション業務に携わってきた。そういった

経験やネットワークを活かして、より実践的で社会に

でて役に立つ授業にしていきたいと考えている。

32 単位専門科目の合計単位数



神道文化学部

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

神道概論I 菅　浩二 2 担当教員は非常勤ながら現任神職である。

神道教化概論I 新井　君美 2

神社本庁教学研究所、その後は渉外部渉外課長を経

て、現在は秩父神社を本務とするほか兼務4社の宮司、

埼玉県神社庁研修所講師などを兼務し後進の指導にあ

たっている。鎮守の森コミュニティ研究所特別研究

員、社会保険労務士資格保有など。

神道教学特論 小平　美香 2
現任の神職として、神社での教化活動の経験を活か

し、実践的な授業を行う。

神社管理特論 新井　君美 2

労務管理および労働社会保険関係諸法令を専門とする

社会保険労務士資格を保有。神社本庁教学研究所、渉

外部渉外課長を経て、現在は秩父神社を本務として埼

玉県神社庁研修所講師を兼務するなど後進の指導にあ

たっている。

宗教考古学I 笹生　衛 2

県教育委員会事務局の文化財保護の専門職員として埋

蔵文化財の発掘調査と、指定文化財の保護・活用に従

事しました。また、公立博物館の学芸課員、青少年教

育施設の専門職員としての勤務経験もあります。

神社管理研究I 岡市　仁志 2 現在、神社本庁総合研究部研究祭務課長として勤務

神道と国際交流II（２） 岩橋　克二 2

担当教員は現任神職で、神社本庁の国際交流実務担当

の職員・責任者として、第一線で活動した経験を有す

る。学生は、教員の実務経験に即した課題意識に導か

れながら、国際交流とは何か、日本文化や他国・他宗

教の知識、英語で表現できること・できないこと、こ

れまで神社神道が行ってきた国際交流、について学

び、交流実践に必要な力を身につける。

神道と環境II 菅　浩二 2 教員は非常勤であるが現任神職である

古典講読IＡ 武田　秀章 2 神社新報社、神社本庁で実務経験。

神道史学IIＡ 武田　秀章 2 神社新報社、神社本庁で実務経験あり。

神社管理研究I 藤本　頼生 2
神社本庁において平成9～23年まで14年間、神社実務

に関する奉職経験有。

神道と書道I 髙橋　智紀 2

高等学校教員として芸術科書道の授業を長年担当。楷

書・行書をはじめとする各書体および篆刻・仮名など

の書道分野を広く得意としている。賞状類・講演会演

題等の筆耕経験が豊富であるほか、高等学校芸術科書

道の教科書で硬筆ページを執筆している。

神社実務演習 宮澤　佳廣 2

担当教員は、神社本庁等で法人組織運営の実務経験を

有する現任神職である。学生は、神社管理運営に直接

携わる者としての教学的心得と共に、関係法規ほか法

人運営上のさまざまな知識の理解を教授され、神社の

公共性と神道信仰について、実務を踏まえて考え学

ぶ。



神道文化学部

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

現代時局論 藤田大誠 2

現在、本学専任教員の傍ら、長年に亙つて神社神道関

係（神職養成を含む）の諸委員や講師などを務める中

で、各種の講習や研修、講演、研究会の講師・発題

者、各種原稿の執筆者となり、通信教育にも携はつて

きた経験を踏まへ、神道史や宗教史、日本の伝統文

化、教育史（教育文化）、体育・スポーツ史（スポー

ツ文化）、日本近現代史などに関する授業に取り組ん

でゐる。

宗教考古学I 笹生　衛 2

県教育委員会事務局の文化財保護の専門職員として埋

蔵文化財の発掘調査と、指定文化財の保護・活用に従

事しました。また、公立博物館の学芸課員、青少年教

育施設の専門職員としての勤務経験もあります。

祝詞作文I 岸川　雅範 2
神職として日々、御神前にて祭祀を行い、参拝者の参

列する中で祈願に奉仕している。

仏教文化研究I 大澤　広嗣 2

講師は、文部科学省（東京都千代田区霞が関）のなか

にある文化庁で、宗務行政に研究官として従事する現

役の国家公務員です。行政実務で得た最新の知見をも

とに講義を進めます。

34 単位専門科目の合計単位数



人間開発学部　初等教育学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

教育課程論（小） 萩野　奈幹 2

私学中・高等学校（音楽科）、公??学校(担任)・中学

校教諭（その間、教職大学院）を経て、兵庫県立総合

教育センターにおいて主任指導主事として、若手、中

堅、管理職研修、教員採用を担当し、令和７年度より

本学部にて教員養成に携わっている。専?は、道徳教育

学、教育哲学、教育方法、教育評価である。

初等科教育法（国語） 成田　信子 2

小学校学級担任小学校教諭として、授業全般を担当

し、主にことば、国語科についての実践研究を行っ

た。

初等科教育法（算数） 見浦　佳葉 2
広島市立公立小学校及び広島大学附属小学校において

教諭（学級担任・算数専科）の経験があります。

初等科教育法（理科） 寺本　貴啓 2
静岡県小学校、中学校教諭の経験を活かして、実践的

な理科教育を教えた。

初等科教育法（生活） 三田　大樹 2

東京都公立学校教諭、副校長、教育委員会での統括指

導主事、主任指導主事の経験を活かして、実践的で実

際の学校現場における指導のイメージがもてる講義に

努めます。

初等科教育法（図工） 山成　美穂 2

・公立小学校における臨時の図画工作科教員として指

導経験（２年間）・公立美術館における子どもアート

プログラムの企画・ワークショップ講師（４年間）・

子どもアトリエ（絵画・造形）主宰・指導経験（２０

年間）・重度知的障害者デイケアセンターにおける創

作活動始動（３年間）・ドイツの青少年芸術学校にお

けるインターン（４年間）・4年制大学と短期大学の

保育者養成・教員養成課程における指導法および実技

の指導（１１年間）

初等科教育法（体育） 小磯　透 2

学校現場(小・中・高の教員，教育実習指導多)，教

委・文部科学省の委員など実務経験豊富．大学，大学

院での教員養成実績も豊富．

道徳教育の理論と方法（小） 萩野　奈幹 2

私学中・高等学校（音楽科）、公??(担任)・中学校教

諭（その間、教職大学院）を経て、兵庫県立総合教育

センターにおいて主任指導主事として、若手、中堅、

管理職研修、教員採用を担当し、令和７年度より本学

部にて教員養成に携わっている。専?は、道徳教育学、

教育哲学、教育方法、教育評価である。

特別活動の理論と方法（小） 杉田　洋 2

さいたま市立小学校教諭、国立教育政策研究所、文部

科学省での勤務の経験を活かして、実践的で、公的根

拠に裏付けられた特別活動の授業を実施。

幼児理解の理論と方法 松山　洋平 2
幼稚園教諭として9年実務経験のある教員が実践での

事例を踏まえながら講義を行う。

国語概説 成田　信子 2 小学校教員

算数概説 見浦　佳葉 2
広島市立公立小学校及び広島大学附属小学校において

教諭（学級担任・算数専科）の経験があります。

生活科概説 三田　大樹 2

東京都公立学校教諭、副校長、教育委員会での統括指

導主事、主任指導主事の経験を活かして、実践的で実

際の学校現場における指導のイメージがもてる講義に

努めます。



人間開発学部　初等教育学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

図工概説 山成　美穂 2

・公立小学校における臨時の図画工作科教員として指

導経験（２年間）・公立美術館における子どもアート

プログラムの企画・ワークショップ講師（４年間）・

子どもアトリエ（絵画・造形）主宰・指導経験（２０

年間）・重度知的障害者デイケアセンターにおける創

作活動始動（３年間）・ドイツの青少年芸術学校にお

けるインターン（４年間）・4年制大学と短期大学の

保育者養成・教員養成課程における指導法および実技

の指導（１１年間）

幼児と言葉 和田　美香 2

保育士、幼稚園教諭の経験を生かし、児童文化につい

ての知識のみならず、保育場面での活用についての演

習も取り入れながら授業を展開する。

幼児と健康 西村　実穂 2

保育所保育士や小児看護師の経験を踏まえて、基礎的

な知識に加え、事例や指導の実際などの現場をイメー

ジできるよう授業をを行う。

幼児と環境 中野　圭祐 2 幼稚園教諭として実務経験のある教員が行う

教育の方法と技術（小） 萩野　奈幹 2

私学中・高等学校（音楽科）、公??学校(担任)・中学

校教諭（その間、教職大学院）を経て、兵庫県立総合

教育センターにおいて主任指導主事として、若手、中

堅、管理職研修、教員採用を担当し、令和７年度より

本学部にて教員養成に携わっている。専?は、道徳教育

学、教育哲学、教育方法、教育評価である。

授業アセスメント論 見浦　佳葉 2
広島市立公立小学校及び広島大学附属小学校において

（学級担任・算数専科）の経験があります。

特別な教育的ニーズとインクルーシブ社会 高橋　幸子 2

小学校教諭、特別支援学校教諭として教育実践に取り

組んだ実務の経験を生かした授業展開を行う。特に介

護等体験実施に向けて学校や福祉現場への理解を促

し、具体的な配慮等について指導する。

40 単位専門科目の合計単位数



人間開発学部　健康体育学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

バイオメカニクス 神事　努 2

国立スポーツ科学センターに在籍し、アスリートをバ

イオメカニクス的な観点からサポートしている教員

が、力学の基礎概念を理解でき、バイオメカニクス的

な分析、評価法の基礎が理解できることを目標とした

授業を行なっている。

スポーツ心理学 伊藤　英之 2

スポーツメンタルトレーニング指導士の資格を所有

し、アスリートおよびスポーツチームや団体を相手に

心理的指導やサポートをしている教員が、スポーツ心

理学の基礎的な理論や指導現場での応用について講義

する。

救急法 富田　一誠 2
整形外科医、救急医、スポーツ医として豊富な知識と

経験を元に講義を行いますna

コーチング論 伊藤　英之 2

スポーツメンタルトレーニング指導士の資格を所有

し、アスリートおよびスポーツチームや団体を相手に

心理的指導やサポートをしている教員が、コーチに必

要な資質やスキルに関する講義を行なっている。

発育発達論 川田　裕樹 2
健康運動指導士、JATI認定トレーニング指導者資格

（JATI-ATI）を有している。

スポーツ行政論 高松　政裕 2

２００７年弁護士登録、２０１４年　公益財団法人日

本スポーツ仲裁機構理解増進事業専門員、慶應義塾大

学大学院法務研究科講師「スポーツと法」【法科大学

院、JD】(2014年～)、「Sports Law and Dispute

Resolution」【LLM】（2018~）

アダプテッドスポーツ 岩沼　聡一朗 2

スペシャルオリンピックス日本　アルペンスキー　認

定コーチ　23年											公益財団法人スペシャルオリンピック

ス日本　理事　8年											日本パラスポーツ協会　パラスポー

ツ指導員（初級）　認定科目担当　9年

健康管理論 富田　一誠 2 医師としての豊富な知識と経験を元に講義を行います

コンディショニング 富田　一誠 2
整形外科医、スポーツ医として豊富な知識と経験を元

に講義を行います。

スポーツ医学 富田　一誠 2

日本オリンピック委員会医学サポート部員、野球日本

代表チームドクター、スポーツ医、整形外科医として

豊富な知識と経験を元に講義を行います

スポーツと法 高松　政裕 2

２００７年弁護士登録、２０１４年　公益財団法人日

本スポーツ仲裁機構理解増進事業専門員、慶應義塾大

学大学院法務研究科講師「スポーツと法」【法科大学

院、JD】(2014年～)、「Sports Law and Dispute

Resolution」【LLM】（2018~）

メンタルトレーニング論 伊藤　英之 2

メンタルトレーニング指導士の資格を所有し，様々な

競技の団体や個人へのメンタルトレーニング指導やメ

ンタルサポートを実施している．



人間開発学部　健康体育学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

スポーツアナリティクス 渡辺　啓太 2

バレーボール日本代表チームのアナリストとしてオリ

ンピックでのメダル獲得をサポートした経験がある教

員が実務経験を踏まえ、スポーツアナリティクスの実

務上の課題や現状を解説し、効果的に活用するための

ポイントについて講じる。

スポーツアナリティクス演習 渡辺　啓太 2

バレーボール日本代表チームのアナリストとしてオリ

ンピックでのメダル獲得をサポートした経験がある教

員が実務経験を踏まえ、ICTを活用した情報処理・活用

の実践、研究方法について講じている。

球技ゴール型Ⅰ イ　ウヨン 1

プレーヤー（学生）としての自主性を求める内容が多

いことから、自分が将来、教える側になることを想定

しながら授業に取り組む。

器械運動 笹田　夏実 1

体操競技を16年間選手として活動した経験がありま

す。また，コーチとして選手の競技会帯同および指導

経験があります。

武道（柔道） 田村　昌大 1

講道館柔道五段全日本柔道連盟強化委員、コーチ（男

女ジュニア、女子シニア）視覚障害者柔道連盟強化副

委員長

武道（剣道） 吉田　泰将 1

【教員経歴】公益財団法人　全日本剣道連盟　剣道教

士八段九州高等学校剣道大会　団体準優勝（大将）

国民体育大会　団体４位全国教職員剣道大会出場　学

連剣友剣道大会　団体準優勝2回皇宮警察創立１１０年

記念武道大会剣道競技（天覧試合）出場

寛仁親王杯剣道八段選抜大会　平成22年度から10年連

続出場（優秀試合者賞１回）

球技ベースボール型 勝亦　陽一 1

小学生から成人まで、幅広い年代の野球選手の指導に

携わっている。特に、投げる・捕る・打つ・走ると

いった各動作に関するコーチングについて、研究およ

び実践の経験を有する。また、子どもの遊び場として

の野球場開放や、野球遊びができる環境整備にも取り

組んでいる。

体つくり運動 大塚　隆 1

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説保健体育編

協力者としての実務経験をいかし、運動指導にあたり

ます。

スポーツバイオメカニクス演習 神事　努 2

国立スポーツ科学センターに在籍し、実際にアスリー

トの動作分析を行っている教員が、動作分析の原理と

その限界について受講学生が理解できることを目標と

した授業を展開している。

スポーツ心理学演習 伊藤　英之 2

スポーツメンタルトレーニング指導士の資格を所有

し、アスリートおよびスポーツチームや団体を相手に

心理的指導やサポートをしている教員が、スポーツ場

面での心理調査の方法や、心理学実験の方法を講義し

ている。

メンタルヘルス 伊藤　英之 2
メンタルトレーニング指導士として、小学生～社会人

のスポーツ実施者に心理的支援を行っている。

40 単位専門科目の合計単位数



人間開発学部　子ども支援学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

保育原理 西村　実穂 2

保育所保育士としての経験や巡回相談の経験を踏まえ

て、基礎的な知識に加え、事例や指導の実際などの現

場をイメージできるよう授業をを行う。

教育課程論（幼） 河合　優子 2

東京都公立幼稚園教諭、園長及び国家公務員として主

に幼稚園教育要領に関する実務経験を生かして授業を

行う。

障害児保育I 野澤　純子 2

保育巡回相談、特別支援学校、児童発達支援領域の心

理士経験を生かして、基礎的情報に加え、事例や指導

の実際などの具体的な授業を展開する。

保育内容（健康） 椛島　香代 2

文京学院大学ふじみ野幼稚園および文京幼稚園二園ア

ドバイザー文京学院大学保育実践研究センター「ふ

らっと文京」教員研究員

保育内容（人間関係） 椛島　香代 2

（社）日本児童手当協会　こどもの城保育研究開発部

で3歳未満児の保育、子育て支援など、東京学芸大学教

育学部附属幼稚園教諭として保育現場経験がある。

保育内容（環境） 中野　圭祐 2 幼稚園での実務経験のある教員が授業を行う

保育内容（言葉） 成田　信子 2

幼稚園・小学校での教員としての経験を生かし、乳幼

児期から小学校入門期の言葉の発達やそれを支える保

育者の支援、また言葉を育む指導について、理論面と

実践面の両面から講義を行う。

カウンセリング概論 野澤　純子 2

公認心理師、臨床発達心理士としての心理臨床活動、

児童発達支援センター心理相談、保育・学校巡回相

談、特別支援教育の経験を生かし、カウンセリングの

実際や事例演習などを含む授業を展開する。

臨床発達心理 結城　孝治 2
臨床発達心理士資格を活用し、東京都特別区の幼稚

園・保育所の巡回相談を行っている。

社会的養護Ⅰ 廣井　雄一 2
児童福祉施設での勤務経験を踏まえ、授業を進めてい

く。

社会的養護Ⅱ 麻生　信也 2
児童養護施設の職員、児童養護施設の施設長学童保育

の責任者

子育て支援システム論 渡辺　英則 2
認定こども園と私立幼稚園の園長児童発達支援事業や

子育て支援拠点にも関係した活動も行っている

コミュニティ支援論 山瀬　範子 2
児童福祉施設での勤務経験、小学校学校評議員等の経

験がある教員が指導に関わる。

子育て支援 野澤　純子 2

児童発達支援センタ―心理相談員、保育巡回相談の経

験を生かして、基礎的情報に加え、事例や指導の実際

などの具体的な講義を展開する。

保育内容研究 河合　優子 2
公立幼稚園教諭、園長及び国家公務員として主に幼稚

園教育要領に関する実務経験を生かして授業を行う。

うたとオペレッタ 中野　圭祐 2 幼稚園で保育経験のある教員が指導を行う

32 単位専門科目の合計単位数



観光まちづくり学部　観光まちづくり学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

民俗学概論 小林　稔 2

博物館学芸員や文化財調査官の勤務経験のある教員

が、その実践的知識と経験を?かしつつ、観光まちづく

りの理解に向けた一助を講じる。

地域文化創造論 小林　稔 2

博物館学芸員や文化財調査官の勤務経験のある教員

が、その実践的知識と経験を?かしつつ、観光まちづく

りの理解に向けた一助を講じる。

田園回帰論 嵩　和雄 2

熊本県阿蘇郡において9年間都市農村交流事業，人材育

成事業，旅行商品づくりの企画・運営に従事後，国内

最大の地方移住支援を行うNPOにおいて11年間移住相

談をはじめ，移住に関わる政策立案，起業支援，人材

育成，研修事業等を行ってきた知見とネットワークを

活かし，実践的な授業を行う。

運輸・観光実践論 後藤　靖子 2

国家公務員（国土交通省）として観光政策や交通政策

の立案、実践に携わる。その間、政府観光局（JNTO）

ニューヨーク事務所長としてインバウンド誘致を最前

線で取り組み、山形県副知事として自治体行政を実

践。その後JR九州常務取締役として鉄道・観光ビジネ

スを実践。九州観光推進機構エグゼクティブアドバイ

ザーや地域アドバイザーなども経験。現在は、資生

堂、デンソー、三井化学の社外役員として、企業統治

の一翼を担っている。

プログラミングと数学基礎 仲野　潤一 2

職業プログラマーとして10年以上のプログラミング経

験を持ち、加えて数学や計算機科学などの学問的知識

を用いてゲーム・サイネージ・教育ソフトウェア・イ

ンタラクティブコンテンツ等の開発をデータ駆動形で

行ってきた経験から、プログラミング・数学について

学修する講義を行う。

質的調査法 牧野　修也 2 専門社会調査士

データサイエンス 仲野　潤一 2

職業プログラマーとして10年以上のプログラミング経

験を持ち、加えて数学や計算機科学などの学問的知識

を用いてゲーム・サイネージ・教育ソフトウェア・イ

ンタラクティブコンテンツ等の開発をデータ駆動形で

行ってきた経験から、データサイエンスについての講

義を行う。

交通計画 大門　創 2

技術士（建設部門）資格保有者として、国や地方公共

団体の都市政策や交通政策の策定に従事した経験を踏

まえ、交通の基礎・政策・事例を概説する。

リノベーション論 椎原　晶子 2

横浜市、東京都、台東区等における歴史を活かしたま

ちづくり、古民家再生のための調査、計画、設計、企

画運営等に携わっている。

観光マーケティング 井門　隆夫 2

観光専門シンクタンクにおける各地の地域振興や事業

再生を目的としたマーケティング計画策定支援業務の

経験を活かした授業を行う。



観光まちづくり学部　観光まちづくり学科

授業科目 教員氏名 単位数 実務経験に関する記載

観光事業論 小林　裕和 2

教員は旅行業、鉄道業、海外勤務など観光事業におけ

る実務経験を有する。観光DX、宿泊DXなど国や東京

都などの観光政策に関連する委員なども行っている。

旅行産業論 小林　裕和 2

教員は旅行業に従事した実務経験がある。カウンター

販売、法人営業、添乗、経営企画、事業開発、訪日イ

ンバウンド旅行、香港・オランダにおける海外勤務な

ど。

宿泊産業論 井門　隆夫 2

観光専門シンクタンクにおける各地の地域振興や事業

再生を目的としたマーケティング計画策定支援業務の

経験を活かした授業を行う。

不動産投資論 太田　雅文 2
本授業は、講師の東京急行電鉄における1984年からの

業務経験（鉄道、都市開発、リテール）に基づく。

博物館教育論 市村　真実 2

世田谷区などの地域博物館学芸員としての実務経験を

ふまえ、博物館教育の意義や取り組みについて、実際

の事例を基にした講義を行う。

博物館情報・メディア論 鈴木　卓治 2

歴史系博物館において，研究・展示・広報を支援する

情報システムを研究するとともに，常設展・企画展に

おける情報コンテンツの開発・提供に携わっている．

都市と地域の交通 大門　創 2

技術士（建設部門）資格保有者として、国や地方公共

団体の都市政策や交通政策の策定に従事した経験を踏

まえ、交通の基礎・政策・事例を概説する。

アートと地域振興 椎原　晶子 2

台東区谷中界隈や東京東部にて、古民家の再生やまち

づくりと連動する形でのアート企画の運営に参画。旧

平櫛田中邸での文化芸術活動サポート、谷中界隈で

1993年より行われる「藝工展」、2020年より開始の

「東京ビエンナーレ」等。

地域の観光情報メディア 吉澤　清良 2

旅行・観光分野の調査研究機関である（公財）日本交

通公社に研究員として長年勤務し、主に地域の観光計

画や戦略の策定等を行う。またその一環で自治体や観

光協会などの情報発信の推進にも携わる。2021～22年

度には同財団の運営する「旅の図書館」の館長（2021

～22年度）を務めた。2023年度以降は大分県別府市に

ある立命館アジア太平洋大学サステイナビリティ観光

学部に勤務し、教育（授業）のほか、大分県内を中心

に社会連携・地域連携活動に取り組む。

38 単位専門科目の合計単位数




